
校長講話                                    令和７年12月１5日（月） 

「学校生活をよりよくするために」 

おはようございます。 

今日は、みなさんが楽しく学校生活を送るためのお話をします。 

みなさんの体や心は、自分だけのものであり、一番大切なものです。そして、友だち

の体や心も、自分と同じように大切だということを知ってください。 

誰かを叩いたり、蹴ったりして、痛い思いをさせたり、けがをさせたりすることを暴力

といいます。また、悪口を言ったり、相手が嫌がることを言ったりして、心を傷つけるこ

とも言葉の暴力です。人を叩いたり、嫌なことを言ったりして、誰かの体や心を傷つけ

ることは、友だち同士でもしてはいけませんし、どんな大人であっても、決してしてはい

けないことです。 

また、体の大事な部分に触ろうとしたり、服で隠れているところをのぞこうとしたりす

ること、メールや LINE などで体の大事なところを見たいと言ってくることも、「おかし

いな」「モヤモヤするな」「いやだな」「気持ち悪いな」と感じる行為です。これらも、友

だち同士でしてはいけませんし、大人であっても決してしてはいけないことです。 

もし、誰かが近づいてきて、みなさんがそのような嫌なことをされそうになったときは、

どうしたらよいでしょうか。そんなときは、はっきりと「いやだ」と言って、逃げてください。

メールや LINEの場合は、その人とのやり取りをやめてください。 



みなさんに暴力をふるったり、気持ち悪いと感じることをしたりしてはいけないのは、

先生たちも同じです。 

もし、大人の人から嫌なことをされたときは、おうちの人や、ほかの先生など、安心

して話せる大人に知らせてください。自分がされた場合だけでなく、友だちがされてい

るのを見た場合も同じです。 

しかし、知っている人には話しにくい、誰に話したらよいのかわからない、と迷うこと

があるかもしれません。そのようなときのために、話を聞いてくれるところがあります。 

「学校生活を楽しくすごすために」というお手紙を配ります。知っている人に話した

くないときは、その手紙に書いてあるメールアドレス、二次元コード、電話番号を使っ

て連絡してください。 

電話やインターネットを使わない場合は、この用紙に書いて、封筒になるように折り、

切手を貼らずにポストに入れて郵便で送ることができます。 

校長先生も、先生たちも、みなさんのことを大切に思っています。 

どうか一人で悩まず、いつでもお話ししてください。 


